
自分の考えを表現する力が伸びた前期でした！
本日で、前期が終了します。「自分の考えをもち、表現する子どもの育成」をめざし、「表
現力」をキーワードに学習や活動に取り組みました。子どもたちが自分の言葉で話す場面
や、自分の意志を行動で示す場面がたくさん見られた前期でした。写真を見ていると、前
期の半年間、いきいきと活動した子どもたちの元気な声が聞こえてくるようです！
本日で前期の教育活動を終了します。保護者の皆様、地域の皆様のあたたかな御支援
のおかげで、子どもたちが健やかに力を伸ばすことができました。ありがとうございました。
明日から５日間の秋休みになります。交通事故などに気を付けて安全に過ごし、
10月１３日（火）の後期始業式に元気な顔で会いたいと思います。

本日、通知表「あゆみ」を渡しています。
「あゆみ」では、教科を「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に向かう態度」の３つの観点で分け、３段階で評定を行っています。評定は、
テストの結果だけでなく、学習の過程（授業中の発言、ノートの内容、学習プリントの取組状況等）をもとに判断をしています。評定の詳細については
「『あゆみ』評価の方法」を配布しておりますので、御覧ください。
なお、７月にお知らせしておりましたが、本年度より、お子さんの様子を文章でお伝えする「所見」は、年に１回、３月末のみとなりました。夏休みの個人
面談で担任より話をさせていただいたことや今回の「あゆみ」をもとに、「国語はどれもがんばったね！」「後期は計算にがんばろうね」など、お子さんを
励ましていただけたらと思います。

意志を表現

言葉で表現

地域で表現

自分で決めて、
最後まで取り組ん
だり挑戦したりと、
実行することがで
きました。

挨拶をしたり、
優しく丁寧に話し
たりと、気持ちよ
く人とつながるこ
とができました。

つながる表現

自分の考えを、
自分の言葉で、す
すんで伝えること
ができました。

地域のことを調
べたり、地域で活
動したりと、地域
で活躍することが
できました。
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